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　 物 質 と して の 脳の 構成 、 及び 、 そ の シス テム と して の 振舞い が

「複雑 系」 として の 性 質 を持 っ て い る こ と は疑い の 余地 の な い こ と

で ある 。 こ こ に 、　 「複雑 系」 とは 、 そ の 振舞 い を 少数 の パ ラ メ
ー

タ

に 基づ く簡単な モ デル で は 記述する こ とが 困難 で 、 い わ ゆる 還元 主

義的な 手法が必ず しも有効 で はな い とい う意味で あ る 。 しか し、 自

然科学 は 、 複雑 な振舞 い を 示す対 象を も、 何 とか 、 少数の 「本質 的

な 」 パ ラ メ ー タか ら構成 され る 時間発展の 方程式に よ っ て 記述する

こ とを 目指す 。 そ の 理 由は 、

一
つ に は 、 私 たち の 知性 が 、 対象 を数

少な い 「本質的属性」 で 記述で き た 時に、 初め て 「対 象 を理解で き

た 」 と感 じる よ うに で きて い るか らで ある し、 また 、 過去 に、　 「複

雑 な振 舞 い を 少数 の パ ラ メ
ー タか ら構 成 され る モ デル で記述 す る」

とい う方針に よ っ て 、 数々 の 理論 的成功が見 られて きたか らで あ

る 。

　カ オス 力学系で は 、 少数の パ ラ メ
ー タか らな る 系が 、 簡単 に は予

期で き な い 複雑 な振 舞 い を示す 。 こ こ に 、 カ オス 力学系 とい うメ タ

フ ァ
ー

を用 い て 、脳 とい うシ ス テ ム の 複雑 な振舞 い を 、 本質 的な少

数の パ ラ メ
ー

タ で 記述で き る の で はな い か 、 少な く と も 、 そ の 振舞

い の ある 興味深い 部分 を再現で き る の で は な い か とい う期待を生 じ

させ る 。 実際 、 こ の よ うな リサ ー
チ ・プロ グラム に基 づ き、 多 くの

研 究者が 研 究を進 めて い る 。

　脳 の 複雑の 振舞い を少数 の 本質 的な パ ラ メ
ー

タか らな る 力学 系で

記述 しよ うとす る際 に は、 パ ラ メ
ー

タ と して どの よ うな もの を とる

か 、 また 、 力学系が定義 され る時 空間の 構造 が どの よ うな もの で あ

るか を決定する こ とが本質 的な問題 で あ る 。 脳の モ デル にお い て
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「認知 ・行動の 基底 として の力学と論理 」

は 、 パ ラメ
ー

タの 問題 も、 時空間の 問題も、未 だ決定版が あ る とは

言 えな い 。 私は 、 シ ナプス 相互 作用 を通 して結 ばれて い るニ ュ
ー

ロ

ンの 発 火 は 、　 「固有 時」 か ら見れ ば同時で ある と見な さ．れ る と い う

仮定 （相互 作用 同時性） に基づき、 ニ ュ
ー

ロ ン の 発火 の 空間か ら脳

にお け る情報処 理 を 記 述す る の に適 した時 空間構造 を構築 す る こ と

を試みて い る 。 また 、 認識 の 要素で ある 「クオ リア」　 （感 覚に 伴 う

質感） を 、 ニ ュ
ー ロ ンの 発火 の 空間か ら、 相互 作用 同時性 に基づ く

一 種 の 射影 空間 の 中で 定義す る こ とを試み て い る 。 こ の よ うなア プ

ロ
ー チ に お い て 、 最 も重要 な 点の

一
つ は 、 記述の パ ラ メ

ー タが 、

ニ ュ
ー

ロ ン が 埋 め込 まれ て い る物理 的な 空間か ら見 る と、 非 局所的

なイベ ン ト （例 えば 、 シ ナプス 相互作用 を通 して 結ばれ た 、 ニ ュ
ー

ロ ンの 発火の ク ラス ター ） と して 表現 され る こ とで あ る 。 また 、 意

識 的な認 識の 生 じる時 間、 空間 の 構造が 、 ニ ュ
ー

ロ ンの 埋 め込 まれ

た物理 的な時空 間構 造 とは 必ず し も
一

致せ ず、 何 らかの 第一 原 理か

ら導かれ な けれ ばな らな い とい う点 も重要で あ る。

　 これ らの 試み は 、 まだ端 緒につ い た ばか りで ある で はある 。 将

来 、 脳 の 情報処 理 を記述 す る の に 適 した 時空 間構造 と 、 そ の 中で 動

くパ ラ メ
ー タ ＝ クオ リア の 数学 的表現 が 得 られ た時 に 、複雑 系 の 力

学の分野で 蓄積 されて い る様 々 な研 究成果 との 結びつ き によ っ て 、

何かの non 　trivialな結論が得 られ る こ とを 期待 して い る 。
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